
次　回
３月６日の
例　会

会　員　慶　事

第2316回　例会プログラム
●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘
●開 会 点 鐘／12：30　 ●ロータリーソング／心をあわせて
●内　　　容／レーシングカーに命をかけて
　　　　　　　元レーシングドライバー  関谷正徳様

●会員誕生日／３月５日　勝間田太住君
●夫人誕生日／２月28日　藤田昇司君　ご夫人　昌子様
　　　　　　　３月３日　水口正宏君　ご夫人　伸子様
●結婚記念日／３月２日　嶋田泉太郎君　正江様　ご夫妻
　　　　　　　３月４日　勝間田太住君　茂美様　ご夫妻
　　　　　　　３月４日　山内強嗣君　香世子様　ご夫妻
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Engage Rotary Change Lives
ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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★ＹＭＣＡ東山荘
★12 ： 30点鐘
★新入会員卓話
　井口俊靖君

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

御殿場ロータリークラブ
国際ロータリー2620地区

週報

60名 58名 53名 91.38％ 100％
会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に

用いた会員数
前々回の
確定出席率

欠席者（５名）
橋本喜市君・神谷高義君・菅沼　久君
若林洋平君・山﨑恭夫君
 

2/20の出席報告 ※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。 2/6のメーキャップ
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　皆さんこんにちは。
　本日は、富士学校長　武内誠一陸将にお越しいただき誠にありがとうございます。武内校長は、
こちらに赴任してくる前は東北にいらして、防災に対する意識が非常に高いとお聞きしております。
機会がありましたらまたそちらの方のお話も伺いたいと思います。本日は防衛に対する卓話を宜しくお願い致します。
　８日には40センチの雪が積もり、まだ解けやらぬ14日に80センチの大雪にみまわれ、皆さん雪かきで大変だったこ
とと存じます。北駿地方では電車は止まり、東名高速道路は通行止めになり、街中の道路を通るのも難儀で、雪国の人
たちの冬の生活を知る思いがいたしました。そして、ロータリーの同じ地区内であります山梨県では甲府で114センチ
の積雪とのことで、地域によっては、陸の孤島となりライフラインは全て止まり、ヘリコプターで救助されたところも
あったようです。また、県内でも高村前会長が住む須走地区で16日に自衛隊の災害派遣要請があり、
他人事ではありませんでした。このような状況のため、急遽例会場を変更させていただいたことをご
了承頂きたく存じます。
　さて、立春が過ぎた19日から３月５日までを「雨水」と云い、降る雪が雨へと変わり、雪解けが始
まる時季で、固くしまっていた土が潤い始め、草木が蘇ってまいります。春一番早く顔をのぞかせる
フキノトウを見かけたら、春がやってまいります。暦の上だけではなくて、私たちの街にも早く「雨
水」がやって来るといいですね。
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武内誠一 様

陸上自衛隊　富士学校長
陸将

防衛講話
（我が国周辺地域の安全保障環境）

★2014年３月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　日 時　　間 会　　場 内　　容 担当及び卓話者

田代大介様

若林洋平様

（2318回） 健康について

PETS報告 会長エレクト 梶原一正君

新入会員卓話

YMCA東山荘3／13 12：30

（2319回）
3／20

井口俊靖君（2317回）

12：30

YMCA東山荘12：30 新入会員卓話3／6

YMCA東山荘

（2320回）
3／27 12：30 名鉄菜館

　日頃より、陸上自衛隊及び富士学校へのご支援・ご協
力に対し、厚く御礼申し上げます。今回は、防衛講話と
して「我が国周辺地域の安全保障環境」について、お話
しします。 
　まず、初めに我が国周辺地域の安全保障環境の特性で
すが、ユーラシア大陸北東部から太平洋方向を見ると、
日本は大陸諸国の太平洋への進出を押さえる戦略上の要
衝であることがわかります。特に我が国に隣接するロシ
ア、朝鮮半島、中国にとって非常に重要な正面であり、
我が国はこのような環境にあるということを認識するこ
とが重要です。 
【中国情勢】 
　中国は、国防費を高い水準で維持しており、それを背
景に「ハイテク化・情報化の推進」を基本方針として
陸・海・空軍及びミサイル部隊である「第２砲兵」の近
代化を図るとともに、大規模軍事演習等における検証・
作戦能力の向上により、軍改革・近代化を着実に推進し
ています。 
　また「陸・海・空」に「宇宙空間」「サイバー空間」
を加えた「５次元空間」が将来の情報化戦争の主体と捉
え、「宇宙空間」では対衛星兵器や衛星測位システムの
開発・実験を実施し、「サイバー空間」では、他国の軍
等の活動・機能妨害及び情報収集を目的とした活動が指
摘されており、引き続き注意を払う必要があります。 

　更に、強大な海洋法執行力を有する海上保安機関の組
織改革や領空侵犯、海上自衛隊護衛艦に対するレーダ照
射等、我が国の主権に大きな影響を及ぼしています。 
【北朝鮮情勢】 
　北朝鮮は、ミサイル発射実験・核開発等を背景に挑発
的な「瀬戸際外交」を継続しています。ミサイル開発で
は、2012年12月の発射実験に代表される長射程の弾道
ミサイルを開発中であり、核開発の推進と併せて核・弾
道ミサイル技術を蓄積しているとみられます。また約
20万人とも言われる世界最大規模の特殊部隊の存在は、
数多くの重要施設等を有する我が国にとって脅威となり
ます。 
【ロシア情勢】 
　ロシアは、「軍のコンパクト化・近代化・プロフェッ
ショナル化」を３つの柱とし、兵員削減、軍機構改革、
装備近代化、兵制改革などの軍改革を推進中です。また
極東地域においても大規模軍事演習の実施、艦船・航空
機等の活動が活発化しており、軍改革の状況及び同地域
での演習等の状況を踏まえ、引き続き注意を払う必要が
あります。 
【対領空侵犯措置（スクランブル）の状況】 
近年、中国による領空侵犯は増加し、平成25年12月現
在で前年同時期の約1.8倍となっています。急増の背景
には、東シナ海での飛行活発化、航空機の長距離化があ
げられ、ロシアに加えて中国の動向にも注意が必要です。 
 【最後に】 
　以上、「我が国周辺地域の安全保障環境」について紹
介しましたが、我が国を取巻く安全保障環境が一層厳し
さを増しているなか、新たな防衛計画の大綱及び中期防
衛力整備計画が決定されました。我々、陸上自衛隊も求
められる役割を十分発揮できるよう今後とも尽力する所
存ですので、引き続き、皆様のご理解とご協力をお願い
致します。
　本日は、ありがとうございました。


